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はじめに  

 
子 宮 体 が ん の 治 療 の 中 に は 、 再 発 予 防 や 、 が

ん の 進 行 を 抑 え る 目 的 で 行 う 抗 が ん 剤 治 療 が

あ り ま す 。 そ の 治 療 法 の 一 つ が A P 療 法 で す 。  

 

A P 療 法 は 、ド キ ソ ル ビ シ ン と 、シ ス プ ラ チ ン

と い う 2 種 類 の 異 な る 作 用 の 抗 が ん 剤 を 組 み 合

わ せ た 治 療 で す 。  

 

こ の 小 冊 子 に は A P 療 法 に よ っ て 起 こ り う る

主 な 副 作 用 と そ の 対 策 に つ い て ま と め て あ り

ま す 。  

 

抗 が ん 剤 の 副 作 用 の 出 か た に は 個 人 差 が あ っ

て 全 て の 人 に 同 じ よ う に 起 こ る も の で は あ り

ま せ ん 。 薬 の 種 類 に よ っ て も そ の 特 徴 が 大 き く

違 い ま す 。  

 

A P 療 法 に よ っ て 起 こ り う る 主 な 副 作 用 の 種

類 、 そ の 予 防 法 、 そ し て そ れ が 出 現 し た と き の

対 処 方 法 を 知 る こ と に よ り 、 治 療 を 続 け な が ら

よ り 良 い 日 常 生 活 を 送 れ る よ う 、 A P 療 法 を 受

け ら れ る 皆 様 に こ の 小 冊 子 を 役 立 て て い た だ

け れ ば 幸 い で す 。  
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使用する薬剤  
～点滴当日～ 

《点滴の前に飲む薬》 : イメンド®カプセル 125mg 吐き気止め 

《点滴で投与する薬》 : 6 本の点滴ボトルを順番に点滴します。 

ボトルの内容            目的 点滴時間 

 

                        

 

 

                  

 

 

                       

 

 

                         

                         

                          

                         

 

                         

ソルデム1 

KCL、硫酸マグネシウム 
水分補充 

グラニセトロン 

デキサメタゾン 
吐き気止め 

水分補充 

シスプラチン 抗がん剤 

約 1 時間

 

デカドロン錠 0.5mg 

吐き気止め  

朝夕食後に８錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

プリンペラン錠 5mg 

吐き気止め  

吐き気がする時に１回に４錠服用   

(４時間以上空け１日４回まで追加

ノバミン錠５mg 

吐き気止め  

朝夕食後に２錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

 

抗がん剤 ドキソルビシン 

ソルデム1 

ＫＣＬ 

 

 

Ｄ－マンニトール 尿量確保 

約1時間 

約45分 

約 15 分

 

デカドロン錠 0.5mg 

吐き気止め  

朝夕食後に８錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

プリンペラン錠 5mg 

吐き気止め  

吐き気がする時に１回に４錠服用   

(４時間以上空け１日４回まで追加

ノバミン錠５mg 

吐き気止め  

朝夕食後に２錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

 

約 15 分

 

デカドロン錠 0.5mg 

吐き気止め  

朝夕食後に８錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

プリンペラン錠 5mg 

吐き気止め  

吐き気がする時に１回に４錠服用   

(４時間以上空け１日４回まで追加

ノバミン錠５mg 

吐き気止め  

朝夕食後に２錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

 

約 1 時間

 

デカドロン錠 0.5mg 

吐き気止め  

朝夕食後に８錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

プリンペラン錠 5mg 

吐き気止め  

吐き気がする時に１回に４錠服用   

(４時間以上空け１日４回まで追加

ノバミン錠５mg 

吐き気止め  

朝夕食後に２錠ずつ服用   点滴 2 日目朝より 3 日間服

用  

 



 

 

 
～必ず飲む内服薬～ 症状がなくても飲みます 

デカドロン®錠 4mg 

吐き気止め 

朝夕食後に 1 錠ずつ服用 点滴翌日から３日間服用  

～投与の予定～ ３週間ごとに６サイクルの点滴を行います。  

点滴にかかる時間は約 4 時間です。 

   採血を行い、検査データを確認した上で点滴を行います。  

ｻｲｸﾙ １ ２ ３ ４ ･･･ 

週 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 ･･･ 

点滴 
 

休 休 
 

休 休 
 

休 休 
 

休 休 ･･･ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメンド®カプセル 80mg 

吐き気止め 

朝食後に１カプセルずつ服用 点滴翌日から 2 日間服用 

イメンド®カプセル 125mg 

吐き気止め 

抗がん剤の 1 時間以上前に１カプセル服用 

《点滴前の内服薬》 

 

《点滴後の内服薬》 

 



 

 

カロナール®錠(アセトアミノフェン) 200mg 

発熱時の症状をやわらげる。  

38℃以上の熱が出てつらい時に２錠ずつ服用する。  

(熱が下がったら、飲み続ける必要はありません ) 

プリンペラン®錠(メトクロプラミド) 5mg 

吐き気止め  

吐き気がする時に１回に 1-４錠服用   

(４時間以上空け１日４回まで内服可 ) 

～３８℃以上の発熱時に必ず飲む内服薬～ 

□シプロキサン®錠 (シプロフロキサシン) 200mg 

 
 

     □クラビット®錠 (レボフロキサシン) 500mg 

 

 

 

 

～３８℃以上の熱が出てつらい時に飲む内服薬～ 

(熱が出てもつらくなければ飲む必要はありません ) 

 

 

 

 

～気持ち悪いときに飲む内服薬～ 

 

  

 

抗菌薬 

1日3回 1回２錠 ７日間服用 

(熱が下がっても7日間飲み続けて下さい) 

(３日経っても解熱しない時は病院に連絡してください) 

抗菌薬 

1日1回 1回500mg７日間服用 

(熱が下がっても7日間飲み続けて下さい) 

(３日経っても解熱しない時は病院に連絡してください) 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj15o72h6jkAhWKLqYKHQrdALQQjRx6BAgBEAQ&url=https://www.qlife.jp/meds/rx1445.html&psig=AOvVaw1HqAYGe8OoaT3zdlZvUmv3&ust=1567167472104420


 

 

抗がん剤  ：  ドキソルビシン  

              

 

                

 

ドキソルビシンは、がん細胞の DNA の間に入り込み、その細胞

の成長を止め、死滅させる作用を持つくすりです。  

くすりの色は赤色をしています。くすりを注射してから１～２

日の間、尿や汗に色（赤色・桃色・橙色等）がつくことがあります

が、その後元に戻ります。  

 

注射部位に違和感や痛みを伴うようなことがありましたらすぐ

に医療スタッフにご相談ください。  

 

また心臓に既往歴のある方は、事前に医師へご相談ください。  

 

 



 

 

抗がん剤  ：  シスプラチン  

 

 

 

 

 

 

 

 

シスプラチンは、プラチナ (白金 )を含む金属化合物です。がん細

胞内の遺伝子本体であるＤＮＡと結合することにより、がん細胞

の分裂を止め、やがて死滅させます。  

 

頻度は高くありませんが、シスプラチンの成分が原因と考えら

れるアレルギー症状が報告されています。息苦しい・発疹が出る・

胸が痛い・顔がほてるなどの症状が現れたらすぐにお申し出くだ

さい。  

 

現在、他の薬を服用されていて、薬の飲み合わせ 

など気になることがございましたら医師・看護師・ 

薬剤師にご相談下さい。 



 

 

副作用とその対策  

AP 療法を行った際の副作用はすべての

方に起こるわけではありません。その程度

には個人差があります。  

以下に主な副作用とその対策について

ご紹介いたしますので参考にして下さい。 

 腎機能障害  

腎臓は、体の中の老廃物を排泄し、水分のバランスを調節するな

ど、体を維持するために重要なはたらきをしています。AP 療法で

は腎臓の働きが悪くなることがあります。腎障害の予防には、たく

さんの尿を出すことが重要です。抗がん剤の点滴前後に水分補充

のための点滴と利尿剤を使用して、十分な量の尿が出るようにし

ます。頭痛・むくみなどの症状が続く場合にはご連絡ください。  

対  策   

水分摂取をしましょう。  

（可能であれば）点滴当日１L 以上  

 ※無理はしないでください  

大量の水分が体の中入ると電解質のバランスが崩れることがあるの

で、スポーツ飲料なども摂取するとよいでしょう。ふるえやけいれん

などの症状が現れたらすぐにご連絡ください。  

 



 

 

対  策   

吐き気が出てしまい、コントロールができなかった時は、次回

診察時に工夫をします。吐き気の程度・吐いた回数・食事の摂取

量・排便の状況を担当医に伝えてください。  

食事が摂れないときは、なるべく水分を摂るようにこころがけ

ましょう（水・フルーツジュース・スポーツ飲料など）。消化の良

いものを少量ずつ何回かに分けて摂るのも良いでしょう。  

また、趣味を楽しみ、気を紛らわすことも時に効果的です。  

 

 

吐き気・嘔吐   

抗がん剤を注射した当日に現れる急性のもの

と、注射終了２～７日後に現れる遅延性のものが

あります。AP 療法では、予防のためにあらかじ

め吐き気止めの内服薬と点滴を使用します。  

 

MEMO ～吐き気と便秘～  

吐き気を止めるお薬の一つであるグラニセトロンで、便秘を引

き起こすことがあります。便秘は吐き気の原因の一つであり、便

秘が続くとさらに辛くなってしまうため、適宜下剤を利用し、定

期的に排便があるようにしましょう。  

また、抗がん剤の影響で下痢になってしまうこともあります。

うまくお薬で便通をコントロールできない時はご相談ください。 



 

 

白血球減少  

 血液中の白血球は、体内に細菌が侵入しないように守る働きを

しています。一般的に抗がん剤を点滴してから１～２週間で白血

球の数が少なくなり、３～４週目に回復してくると言われていま

す。白血球が減少すると細菌に対する抵抗力が低下し、発熱や感染

を起こす可能性があります。この時期には予防が大切です。  

また、扁桃炎・虫歯・歯槽膿漏・痔などがある方は、あらかじめ担

当医へご相談ください。  

対  策   

 感染の予防のために、手洗いやうがいをしましょう。  

AP 療法では、１０人に１人程度の割合で発熱する方がいます。

３８℃以上の熱がでた場合には抗菌薬（シプロフロキサシン錠）を

飲み始め、熱が下がった後も、一週間分すべて飲んでください。飲

み始めて３日しても解熱しない時や下痢や嘔吐などの症状が重な

った場合には、病院までご連絡ください。  

 

  



 

 

脱毛   

 初回の AP 療法から２～３週間が過ぎた頃よ  

り、髪の毛が抜けてきます。抜けはじめのころに  

頭皮がピリピリと痛むことがあります。脱毛は  

一時的なもので、治療が終了して２～３ヶ月で  

生え始めます。新しく生えてきた髪質が一時的に  

変わってしまうこともありますが、やがて戻ります。  

対  策   

頭皮は常に清潔にする必要があるので刺激の少ないシャンプー  

を手でよく泡立てて優しく洗いましょう。髪の毛が生えそろうま

での期間はかつらやターバン、バンダナ、帽子などを使用すると良

いでしょう。あらかじめ髪の毛を短めにカットすると、抜ける量が

少なく感じられます。また、カラーやパーマは避けましょう。  

 

 

 

悩んだり、不安になる前に、外見に関するご心配ごとがあれば、 

アピアランス支援センターまでご相談ください。 

※オレンジクローバーはアピアランス支援センターのシンボルマークです 

 

 



 

 

皮膚や爪への影響  

手足の皮膚にしみができることや、爪が黒くなることがあります。

一時的なものが多く、点滴が終了すれば次第に回復してきます。  

対  策   

外出の際は直射日光を避けるため帽子や日傘、日焼け止めクリー

ムなどを使用すると良いでしょう。  

 

口内炎  

おくすりを点滴してから一週間前後すると口内炎が起きること

があります。  

対  策    

予防のためには、口の中を清潔にし、うるおいを保つことが重要

です。歯ブラシはやわらかいものを使い、しっかりと歯と歯ぐきを

ブラッシングしましょう。  

刺激の強い食べ物や熱すぎる食べ物は避けてください。また口

の中に痛みがある場合には、そこに触れないようにストローなど

を使って水分を摂るのも良いでしょう。  

痛みが続き、食事や水分が摂れない場合には、  

担当医へご相談ください。  

 



 

 

聴覚障害  

シスプラチンの副作用として高音域での難聴と耳鳴りが知られ

ています。頻度は高くありません。早期発見が重要な対策となりま

す。気になる症状があれば、ご相談ください。  

 

注射部位における皮膚障害  

このくすりは、注射の際のわずかな漏れでも皮膚障害を起こすこ

とがあります。その注射部位が赤く腫れる場合や痛みを感じる場

合には、すぐに医療スタッフへお申し出ください。  

 

 

 

ＭＥＭＯ：                                       

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                           



 

 

使用イラストはMPC刊｢薬と予防イラスト集｣｢医療と健康イラスト集｣より転載 

＜代表的な副作用の発現時期＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  監修   国立がん研究センター中央病院  乳腺・腫瘍内科  

  発行      国立がん研究センター中央病院  

        

 

  編集  薬剤部  

 

  編集協力  乳腺・腫瘍内科  

 

                          看護部  

 

 

 
 

 

 

１週目 ３週目 ２週目 ４週目 

脱 毛 

吐き気 

白血球減少 

口内炎 

点滴日 

代表的な副作用発現時期 
副作用種類 

５週目 ６週目 

1 サイクル ２サイクル 



 

 

 


